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＜要約＞

　本研究資料は、寛保元（1741）年上期から安永 3（1774）年上期までの 67 期にわたる三

井両替店一巻の決算帳簿の財務数値を一覧表にしたものである。三井家では、呉服業と両

替業を基幹事業とし、呉服業に関わる営業店は本店一巻、両替業に関わる営業店は両替店

一巻としてグループ化した。両替店一巻は、三井家の両替事業部門であり、そこで作成さ

れる決算帳簿は、両替事業部門の会計実務および財務内容を反映したものであった。

　本研究資料の紹介目的は、時系列的な会計史研究を行うための基礎資料を提供するため

である。会計帳簿を対象とした会計史研究では、特定の時点のものを対象とした静的な研

究が主で、時系列分析による動的な研究は少なく、三井家の会計研究においても同様であ

る。会計実務や財務内容の変容を研究するには、特定の時点を対象とした静的な研究だけ

では不十分である。しかし、時系列分析による動的な研究を行うには、一定期間の会計帳

簿の内容を網羅する必要がある。本研究史料の紹介は、そのための第 1 歩としての意義を

もつものである。

＜キーワード＞

両替店一巻、決算帳簿、大録、大元方、三井家、会計史研究

1　本研究資料紹介の目的

　本研究資料は、寛保元（1741）年上期から安永 3（1774）年上期までの三井両替店一巻

の決算帳簿の財務数値を一覧表にしたものである。

　近世日本の代表的な商家の一つである三井家は、延宝元（1673）年の創業以降、呉服業

と両替業を基幹事業とし、両者を有機的に結びつけることで発展を遂げてきた。三井家で
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は、呉服業に関わる営業店は本店一巻、両替業に関わる営業店は両替店一巻としてグルー

プ化し、各グループの京都店を本店としてグループ傘下の営業店を統轄した。そして、本

店一巻と両替店一巻の上に大元方という機関を設置し、三井家の事業を統轄するという階

層的な営業店組織が構築されていた。

　営業店組織と同様に、三井家では階層的な組織単位間の内部報告会計にもとづいた会計

システムが構築されていたことが、西川（1993）によって明らかにされている。すなわち、

三井家の会計システムは、各営業店での決算、本店一巻および両替店一巻での決算、そし

て大元方での決算という順で決算が行われ、それぞれの段階で決算帳簿を作成し、それを

所属する組織体に提出するというものであった。

　本研究資料で紹介するのは、両替店一巻が作成した決算帳簿の財務数値である。両替店

一巻は、三井家の両替事業部門であり、そこで作成される決算帳簿は、両替事業部門の会

計実務および財務内容を反映したものである。かつて飯野（2019）は、享保 4（1719）年

から元文 5（1740）年までの両替店一巻の決算帳簿の財務数値を紹介した。本研究資料は

それに続くものである。

　本研究資料の紹介目的は、時系列的な会計史研究を行うための基礎資料を提供するため

である。会計帳簿を対象とした会計史研究では、特定の時点のものを対象とした静的な研

究が主で、時系列分析による動的な研究は少ない。三井家の会計の研究においても同様で

あることは、飯野（2019）でも言及した（p. 16）。会計実務や財務内容の変容を研究するには、

特定の時点を対象とした静的な研究だけでは不十分である。しかし、時系列分析による動

的な研究を行うには、一定期間の会計帳簿の内容を網羅する必要がある。本研究資料の紹

介は、そのための第 1 歩としての意義をもつものである。

　ところで、本研究資料で期間を安永 3（1774）年上期までで区切ったのは、同年 10 月に

安永持分けと呼ばれる組織改革が行われたからである。安永持分けとは、三井家 11 家を 3

つのグループに分け、事業を本店一巻、両替店一巻、松坂店の 3 つのグループに分割して

持ち分けるというものである。この組織改革は、営業店組織だけではなく、三井家を構成

する家組織の分割でもあった。しかし、三井家の家と事業を完全に分離することは、幕府

や紀州藩の御用引受けの事情からしてもできなかったため、表向きはこれまでのように一

致の形を整えていた（三井文庫、1980、pp. 328-329）。このように安永持分けは、実質的に

は企業分割であったため、両替店一巻では安永 3（1774）年以降、大元方に代わる機関と

して新元方が設立され、独自の経営方針が申し渡されるようになり、両替店一巻の意思決

定機関として機能していった（日本経営史研究所、1983、pp. 204-206）。このような事情に

より、安永持分け前後では両替店一巻の会計実務および財務内容が異なることが予想され

るため、安永持分け直前の安永 3（1774）年上期までの両替店一巻の決算帳簿を紹介の対

象とした。
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2　両替店一巻の『大録』の概要

　両替店一巻の決算帳簿は『大録』と呼ばれ、7 月 14 日と 12 月 31 日を決算日として年に

2回作成された。これは本店一巻の決算帳簿や大元方の決算帳簿と同じである。『大録』では、

1 月 1 日から 7 月 14 日までの期間を「春季」または「盆前」、7 月 15 日から 12 月 31 日ま

での期間を「秋季」または「盆後」などと呼ぶが、本研究資料ではそれぞれ上期、下期と

呼ぶことにする。

　本研究資料では、寛保元（1741）年上期から安永 3（1774）年上期までの 67 冊の『大録』

の財務数値を一覧する。一覧表は公益財団法人三井文庫が所蔵している史料に基づいて作

成しているが、具体的な使用史料は末尾を参照されたい。

　両替店一巻の『大録』は、本体部分と付箋部分から成っている。本体部分を一覧にした

のが表 1であり、付箋部分を一覧にしたのが表 2である。表 2の付箋は、表 1の「歩平均」

が算出された後に付けられたものであり、そこでは投下資本と利益の修正計算が行なわれ、

それらに基づいた修正後の投下資本が計算されている。

　表 1の本体部分では、期末総資産の「有銀建」から投下資本である「元建ニ成ル」を差

し引いた「残而」を計算しており、これが当期純利益すなわち「延銀」である。そして、

当期純利益を投下資本で除して投下資本利益率を表す「歩平均」が計算される。表 2の付

箋部分では、投下資本の修正計算を行うために、「持銀納残」から「塞り物」（回収見込み

のない不良債権）を差し引いて「残而」を計算する。「持銀納残」は営業資金として両替

店一巻が利用できるので、それから「塞り物」を差し引いた「残而」は実質的な投下資本

となり、これを「元建ニ込」として投下資本に加算することで投下資本の修正計算を行う

のである。利益については、「臨時功納」（大元方への上納額の一種）を「延銀ニ込」とし

て利益に加算することで修正計算を行っている。表 2の「歩平均」は、修正後の投下利益

を修正後の投下資本で除した修正後の投下資本利益率である。

　ところで、『大録』の構成および内容に関しては飯野（2016、2017、2019、2020）で明

らかにしているので、ここでは元文期以前と異なる内容についてのみ簡単に言及する。

　第 1 は、京都糸店と京都間之町店の「十分一」と「延銀」（利益）が、寛保元（1741）

年から計上されるようになったことである。京都糸店と京都間之町店はどちらも国産の生

糸、絹織物を取り扱う糸絹問屋であり、両替業を営んでいる営業店ではない。しかし、京

都糸店が享保 14（1729）年、京都間之町店が享保 20（1735）年にそれぞれ担保流れとし

て京都両替店の手に入ったことによって、両替店一巻に所属することになったという事情

がある（中井、1966、p. 90）。経営組織上、両店は享保期に両替店一巻の所属となってい

たものの、両替店一巻の会計システムに組み込まれるようになったのは、寛保元（1741）

年上期以降であったことがわかる。

　第 2 は、月当たりの「歩平均」（投下資本利益率）の計算方法である。延享 3（1746）年

下期までは、上期については 6.5 か月、下期については 5.5 か月で除して月当たりの「歩平均」
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（投下資本利益率）を計算していたのだが、延享 4（1747）年上期以降は、上期も下期も 6

か月で除して計算している。その一方で、寛保 3（1743）年上期から閏月を考慮して月当

たりの「歩平均」（投下資本利益率）を計算している。すなわち、閏月がある会計期間は、

閏月を含めた月数で除しているのである。

　第 3 は、寛延 2（1749）年下期から「要銀積」が計上されるようになったことである。

これによって寛延期以降、「要銀」が着実に増加している。

　第 4 は、「不足」（損失）の計上である。安永 2（1773）年上期から安永 3（1774）年上

期の 3 期にかけて、大坂両替店では「不足」（損失）が発生しているため「延銀」（利益）

が計上されていない。大坂両替店の「不足」（損失）は、「大坂店目録尻不足」として損失

が発生した翌期に、「延銀」（利益）合計から控除する形で計上されている。

　上記 4 点が元文期以前の『大録』と異なる点である。ここでは異なる点を指摘するにと

どめ、本研究資料に基づく会計実務および財務内容の推移の検討は、別稿に譲るものとす

る。

　最後に、一覧表の作成にあたって、いくつかの調整を行ったので、それらを記載しておく。

　『大録』に記載されている項目は、できるだけ省略せずに記載した。ただし、内容が重

複していて一つの項目にまとめたほうがわかりやすい場合はそのようにした。具体的には

次の 4 点である。

　1 点目は、「有銀建」の内訳項目として記載されている「功納之外延銀」（留保利益）である。

これは、「○壱ケ年功納之外延銀」だとか「○春季延銀」などのように、1 年分または 1 期

分ずつ記載されているが、まとめて「功納之外延銀（累計）」として表記した。

　2 点目は、「糸店間之店十分一」である。京都糸店と京都間之町店の「十分一」は、延享

3（1746）年上期以降は、「糸店十分一」「間之町店十分一」と別建てで表記されているのだが、

延享 2（1745）年下期以前は「糸店間之町店十分一」とまとめて表記されている。そこで

延享 2（1746）年上期以降も、「糸店十分一」と「間之町店十分一」を合計して「糸店間之

町店十分一」として表記した。

　3 点目は、寛保元（1741）年上期から寛保 2（1742）年上期の 3 期にわたって計上され

ている「京大坂店要銀」である。これは「要銀」に含めた。

　4 点目は、宝暦元（1751）年下期の「要銀積」である。この期は「要銀積」の他に別項目で「要

銀積足」が計上されているが、内容は同じなので「要銀積」に含めた。

　また、『大録』の数値のうち、歩平均の算出にあたって一部計算ミスと思われる箇所があっ

た。これらの計算ミスは修正せずに『大録』の記載どおりにした。
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[27] 『宝暦四年戌春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4849）
[28] 『宝暦四歳戌秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4850）
[29] 『宝暦五年亥春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4852）
[30] 『宝暦五年亥秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4853）
[31] 『宝暦六年子春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4854）
[32] 『宝暦六年子秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4855）
[33] 『宝暦七年丑春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4856）
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[34] 『宝暦七年丑秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4857）
[35] 『宝暦八年寅春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4858）
[36] 『宝暦八年寅秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4859）
[37] 『宝暦九年卯春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4860）
[38] 『宝暦九年卯秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4861）
[39] 『宝暦十年辰春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4862）
[40] 『宝暦十年辰秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4863）
[41] 『宝暦十一年巳春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4865）
[42] 『宝暦十一年巳秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4866）
[43] 『宝暦十二年午春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4867）
[44] 『宝暦十二年午秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4868）
[45] 『宝暦十三年未春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4869）
[46] 『宝暦十三年未秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4870）
[47] 『明和元年申春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4871）
[48] 『明和元年申秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4872）
[49] 『明和二年酉春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4873）
[50] 『明和二年酉秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4874）
[51] 『明和三年戌春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4875）
[52] 『明和三年戌秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4876）
[53] 『明和四年亥春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4877）
[54] 『明和四年亥秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4878）
[55] 『明和五年子春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4879）
[56] 『明和五年子秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4880）
[57] 『明和六年丑春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4881）
[58] 『明和六年丑秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4882）
[59] 『明和七年寅春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4883）
[60] 『明和七年寅秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4884）
[61] 『明和八年卯春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4885）
[62] 『明和八年卯秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4886）
[63] 『明和九年辰春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4887）
[64] 『安永元年辰秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4888）
[65] 『安永二年巳春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4889）
[66] 『安永二年巳秋季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4890）
[67] 『安永三年午春季大録』（三井文庫所蔵史料、続 4894）

（令和 3 年 9 月 27 日受付、令和 3 年 11 月 25 日再受付）


